
  

 

 

 

 

 

 

「非認知能力を高める教育」 
副校長 中村 理明 

 

保護者の方々の心配事としてよく耳にするものに、「子どもがゲームばかりしている。」というも
のがあります。子どもがゲームに熱中しすぎて、声をかけても反応がなく、食事や寝る時間も守れ
ないということが続けば、たしかに心配になります。そこまでではないにしても、小学 3 年生の私
の息子も、少し前までは外でボール遊びをすることが大好きだったのに、近頃は、2 時間でも 3 時
間でもゲーム機の前で座りっぱなしです。３D ブロックで構成された仮想空間の中、プレーヤーと
して建物をつくったり、知らない場所に冒険に行ったりと、延々と夢中になっています。 

 
コロナ禍で家にいる時間が増えたとはいえ、その姿に心配になった私は、書店に並ぶ関連する書

物を手に取ってみました。「ゲーム脳」や「ネット依存」といった子どもの発達上の弊害に触れた
ものが多く並んでいましたが、中には、我々大人側が冷静にその向き合い方を見極めれば、工夫次
第でゲームも有益な経験になり得るというものもありました。 

 

某有名公立中学校の校長先生は、その著書の中で、「このゲームに対する子どもたちの『興味』
や『集中力』を使わない手はない。」と、大人側の向き合い方の一例を紹介していました。子ども
がゲームに熱中しているときに、「このゲームを攻略するために、どんな工夫をしているの？」と
大人が聞いてあげるのです。子どもは自分の思いを嬉々として話し始めるでしょう。その中には、
社会に出てからその子が武器にできる能力や行動パターンに結び付くもの（問題解決力、情報収集
能力、創造性等）がたくさん含まれているというのです。 

 
上記のことから、子どもたちの興味関心に、大人が耳を傾けて聞いてあげることの大切さについ

て考えさせられました。子どもというのは、往々にして、我々からすれば理解に苦しむようなもの
に夢中になるものです。それでも、その夢中になっているものを、大人が一緒になって大切にして
くれる経験が、その後の人間形成に重要になってくると、多くの専門家が主張しています。その様
な経験があってこそ、子どもたちは自ら様々な事象に目を向け、「面白い」「なぜだろう」「やって
みよう」という気持ちを高めていけるというわけです。 

 

こういう能動的な心情を自分の中でつくり出せる力は「非認知能力」と言われ、これからの時代
を生きる子どもたちの「人生を大きく左右する力」だと言われています。「目標や意欲、興味・関
心をもち、粘り強く、仲間と協調して取り組む力や姿勢」と定義付けられる「非認知能力」ですが、
言い換えれば、「予測不能な社会の変化の中でも、自ら道を切り開き、力強く生き抜く能力」と言
えます。 

 

その能力の高さを決定付けるのは、幼少期から少年期に受けた非認知能力を高める教育（学校や
家庭・地域の中で、自分の興味関心や考えを大切にされるという体験）の影響が大きいと言われて
います。2000 年にノーベル経済学賞を受賞した経済学者、ジェームズ・ヘックマンは、40 年にわ
たる追跡調査から、「非認知能力を高められた子供（大人たちから自分の興味関心を大切にされた
子供）は、その後、認知能力（ペーパーテストで測れる学力等）の高まりも認められたが、その逆
はない。」と結論づけています。 

 

本校でも、子どもたちの興味関心を大切にしながら、一人一人
の「面白い」「なぜだろう」「やってみよう」の気持ちを高める授業
づくりを推進してまいります。保護者・地域の皆様と連携しなが
ら、生涯にわたって力強く生き抜くことができる児童の育成を図
ってまいりますので、今後ともご理解とご協力の程何卒よろしく
お願い申し上げます。 

                                             No.４９５ 

 

                                           令和５年１月３０日 

                                    

小平市立小平第一小学校 



～学校からのお知らせ～ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

ふれあい月間 
 2 月は今年度最後の「ふれあい月間」です。取り組

みを振り返りながら、さらに一人一人の意識を高め

ていく時期となります。学校生活は集団生活の場で

す。だからと言って、個人の自由な考えや思いを、

完全に封じ込めて我慢をする場所ではありません。

一人一人が認められ、尊重されなければ良い集団は

できないはずです。学校生活とは自分と集団が「折

り合いをつけること」を学ぶ場とも言えます。様々

な場面で、安心して自分を表現し、相手を認められ

る、そんな集団作りを今後も進めます。 

 

２月の生活目標 
 

 
 

 節分をむかえると、1年で最も寒いといわれている季節を過ぎ徐々に暖かくなってきます。とはいえ、

雪が降ったり乾燥が続いたりと、まだまだ健康には気を付けなければならない時期が続きます。この時

期は、各種感染症や花粉症も含めて、健康に最も気を配らなければならない時期の一つでもあります。 

 寒いからと言って、暖かで乾燥している室内でのみ過ごしていると、鼻やのどなどの粘膜が弱ってし

まうという話も聞きます。感染症対策をした上で、外遊びなどで冷たい空気に触れるように意識をし、

野菜たっぷりの暖かい鍋料理などをとるなど工夫して、元気で春を迎えられるように準備しましょう。 

健康に気を付けて過ごそう 

道徳授業地区公開講座 
２月２１日(火) １・２・３年・若竹 

２月２７日(月) ４・５・６年 

両日とも５校時（※下記の「学校公開と保護者会の

お知らせ」を参照ください。） 

 

 児童の道徳性は学校だけで育まれるものではな

く、家庭や地域の皆様にご協力いただくことで、

よりよい成長を臨むことができます。 

 今回の道徳授業地区公開講座で行う授業や保護

者会での話し合いを踏まえて、各ご家庭でこれか

らの生活について話していただきますよう、よろ

しくお願いいたします。 

学校公開と保護者会のお知らせ 
 

 

 

読書週間 
２学期の親子読書の取組へのご協力をありがとうござい

ました。 

３学期の読書週間についてお知らせします。 

【期 間】２月１３日（月）～２月１７日（金） 

【朝読書】２月１４日（火）、２月１７日（金） 

（※主にこの２日間で、児童図書サークル、学級委員の読み

聞かせを行います。） 

今年度もあと２か月となりました。一小の必読書を１０冊

読み、学年での読書賞を得られるよう、ご家庭でもお声掛け

ください。本の紹介カードを希望者に書いてもらいます。カ

ードは提出後、図書館周りに掲示します。  

 

６年生を送る会 
 ２月２８日（火）に６年生を送る会を行い

ます。以前は全校児童が体育館に集まり、盛

大にお祝いや出し物をしていましたが、感染

拡大に伴いここ数年は対面ではなくオンライ

ンの実施となっていました。今年度は、数年

ぶりに６年生と在校生が体育館で対面して出

し物を行う予定です。各学年が６年生のため

にどんな出し物を行うのか、楽しみです！ 

【１～３年生・若竹学級】 
日時：2 月 21 日（火）        場所：各教室 

   学校公開：5 校時（13：40～14：25） 

   保護者会：14：45～15：15 予定 

【４～６年生】 
日時：2 月 27 日（月）    場所：各教室 

   学校公開：5 校時（13：40～14：25） 

   保護者会：14：45～15：15 予定 

〔保護者会の主な内容〕 

 ・1 年間を振り返って 

 ・学習・生活について 

 ・春休みの過ごし方について 

 ・令和 5 年度始業式について 

・卒業式について（該当学年）  など 

 

〔持ち物〕・本校の名札 ・スリッパ ・靴を入れる袋 

〔お願い〕・マスクの着用をお願いします。 

・体調が思わしくない場合は、参加をお控えいただく

よう、ご協力をお願いいたします。 

・保護者会を欠席される方は、保護者会資料にて内容

等をご確認ください。 



～学年からのお知らせ～ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

図工「ぺったんコロコロ」では、いろいろな

大きさの丸、四角、三角の形にインクを付け

て、紙にうつしながら絵を描いていきます。学

校でも用意をしていますが、ペットボトルのキ

ャップ、ラップの芯や外箱などありましたら持

ってきていただきたいと思っています。身近に

あるものでけっこうです。ご協力をお願いしま

す。 
 

１年 たけのこ 
 

☆生活科の取り組みについて☆ 

３学期の生活科は、「あしたへジャンプ」という

学習を行います。今までの自分にについて振り返

り、自分の成長日記を作ります。「入学する前の様

子」については、家でインタビューを行う予定です。

アンケートを持ち帰りましたら、できる範囲でけっ

こうですので、ご協力をお願いします。 

 

☆集金のお願い☆ 

図工「パタパタストロー」       １５０円 

1月分余剰集金            －70円 

集金日 2月 7日（火）         ８0円 

 

２年 クレッシェンド 

 

  

３年生は総合の学習で、昔について調べています。

昔の道具、遊び、学校など令和の今と昔の違いにつ

いて本で調べたり、インターネットを使って調べて

います。お家の人の子供の頃の様子などもインタビ

ューする予定です。ご協力よろしくお願いいたしま

す。 

３年 きらめき 

 

 

☆集金のお願い☆ 

社会科見学バス代：１８５２円 

集金日：2月7日（火） 

よろしくお願いします。 

 

☆たてわり活動の引継ぎ☆ 

3学期に入り、6年生から少しずつ引継ぎが行わ

れています。たてわり活動の引継ぎもその一つで

す。先日は、たてわり遊びの企画・運営の仕方を丁

寧に教えてもらいました。2月のたてわり遊びは、

5 年生が中心となって、企画・運営を行います。6

年生に向けて、頑張っている5年生です。 

５年 ステップアップ 

 
６年 ６年学年便り 

【交流の予定】 
 

●１４日（火） ４年生 理科見学 

多摩六都科学館へ行きます。お弁当が必要です。詳し

くは本誌学年欄、後日配布するしおりをご覧ください。 

若竹 わかたけ 

 

 

☆理科見学について 

 １４日（火）に理科見学で多摩六都科学館に行

きます。お弁当などの持ち物の準備をお願いしま

す。また、バスで行きますので、車酔いが心配な

お子さんは担任までご連絡をお願いします。詳し

くは後日配布するしおりをご覧ください。 

４年 One for All All for One 

☆えいようかん配布☆ 

PTA予算で購入された災害備蓄品入れ替えのた

め、「えいようかん」を６年に配布しました。 

２０２４年５月が賞味期限となりますのでお早

めにお召し上がりください。 

☆五中体験入学☆ 

日時：２月８日（水）13：45～15：30 

持ち物：リュックで登校。 

タブレットは学校には持ってきません。 

自宅で保管するようお願いします。 

下校時刻：１６時頃を予定しております。 

五中から直接自宅に帰ります。 

近くまで担任が引率します。 



２月行事予定  

 

 
 

日 曜 行事予定 
授 業 時 間 

1年 2 年 3年 4年 5年 6年 

1 水  ☆５  ☆５  ☆５  ☆５  ☆５  ☆５  

2 木 児童集会 ALT 若竹面談始 ５ ５ ６ ６ ６ ６ 

3 金 朝学習 ４ ５ ５ ６ ６ ６ 

4 土              

5 日              

6 月 生活指導朝会 委員会 ALT ４ ５ ５ ５ ６ ６ 

7 火 朝学習 ５ ５ ６ ６ ６ ６ 

8 水 中学校体験入学６年 ☆５ ☆５ ☆５ ☆５ ☆５ ６ 

9 木 たてわり遊び（最終） 馬頭琴２年 新１年保護者会 ４ ４ ６ ６ ６ ６ 

10 金 朝学習 安全指導 若竹体験学習 ４ ５ ５ ６ ６ ６ 

11 土 建国記念の日       

12 日        

13 月 朝会 読書週間始 クラブ ALT ４ ５ ５ ６ ６ ６ 

14 火 朝読書 理科見学４年 ５ ５ ６ ６ ６ ６ 

15 水 
あいさつデー 通常時程 市 Jアラート訓練  

情報モラル教育６年 
☆４ ☆４ ☆４ ☆４ ☆４ ☆４ 

16 木 児童集会 ５ ５ ６ ６ ６ ６ 

17 金 読書週間終 朝読書 若竹面談終 ４ ５ ５ ６ ６ ６ 

18 土        

19 日        

20 月 朝会 ALT 補習 ４ ５ ５ ５ ５ ５ 

21 火 
朝学習 学校公開・道徳授業地区公開講座（５校時） 

保護者会１～３年・若竹（１４：４５～） 
５ ５ ５ ６ ６ ６ 

22 水 クラブ（最終） ☆５ ☆５ ☆５ ☆６ ☆６ ☆６ 

23 木 天皇誕生日       

24 金 朝学習 ４ ５ ５ ６ ６ ６ 

25 土        

26 日        

27 月 
朝会 ALT 学校公開・道徳授業地区公開講座（５

校時）保護者会４～６年（１４：４５～） 
４ ５ ５ ５ ５ ５ 

28 火 朝学習 ６年生を送る会 安全指導 ５ ５ ６ ６ ６ ６ 

【下校時刻】 
６…１５：３０  ☆６…１４：３０ 

５…１４：３５  ☆５…１３：４０ 

４…１３：２０  ☆４…１３：１５ 

※毎週火曜日にスクールカウンセラーが来校します。 

※行事予定は感染状況により変更、中止になる場合があります。 

※予告なしの避難訓練があります。 


